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１． はじめに 

 モバイル社会研究所ではケータイ・スマホが社会生活に与える影響[1,2]について継続的に調査を行って

きた。特に近年では急速な少子高齢化の進行に伴い、シニアの生活に対する関心と社会的重要性が高ま

ってきている。先に筆者らは、首都圏(１都 6県)在住の 60～79歳の男女を対象に実施し訪問留置調査の

結果より、シニアの ICT 利活用の状況は、性別や年齢といった単純な属性だけでなくライフスタイルと

も密接に関係していることを明らかにした[3]。またシニアのスマホ利用率が 3 割を超え、シニアにとっ

てもスマホは身近な存在になりつつある一方、スマホ利用には程遠いシニアが一定数存在することも明

らかとなった[3]。第一部の本稿では、シニアのスマホ所有状況に影響する要因について考察するため、

スマホの所有／非所有を外的基準とし、ライフスタイル等を説明変数にして数量化理論第Ⅱ類を用いた

分析を行う。さらに、第二部の次稿では、スマホ所有者を対象に、スマホをどれだけ使いこなしている

かという視点で調査・分析した結果について報告する。 

２．調査概要 

 表１に調査概要を示す。筆者らが毎年実施している首都圏(1都 6県)在住の 15～79歳の男女を対象と

した調査[4]において今回は、シニア層の数量化分析のためのデータを取得するため、15～79歳を対象と

した従来の割付と併せて 60～79 歳を対象とした割付を実施している。なお、60～79 歳を対象とした割

付によって取得した412サンプル(対象２)の基本的な属性データと15～79歳を対象とした割付によって

取得した 328 サンプル(対象１)のうち 60～79 歳の 98 サンプルの属性データとの間で問題となる不一致

が認められなかったことから、本報告分析においては60～79歳の取得データ510サンプルを用いている。 

                 表１ 調査概要  

 

調査時期 2017年1月～2月 調査方法 訪問留置調査

調査対象 関東(1都6県)在住、15歳以上79歳以下の男女

標本抽出法 クォータサンプリング（性別、年齢、居住エリアで割付）
・対象１： 首都圏(1都6県)在住、15～79歳の男女 「328サンプル回収」
・対象２： 首都圏(1都6県)在住、60～79歳の男女 「412サンプル回収」

 
 

３．調査結果（シニアの意識・生活実態） 

 先ず、今回調査で対象となったシニアについて得られた全般的な特徴を表２に示す。「経済的ゆとり」 

については、4割のシニアが"ゆとりがある"または"多少ゆとりがある"と回答しており、「時間的ゆとり」

では 7割強のシニアが"ゆとりがある"または"多少ゆとりがある"と回答している。「スマホ／ケータイ保

有」については、9割弱のシニアがケータイかスマホ(ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型を含む)を保有しており、3割程度のシニ

アはスマホを保有している。今回はライフスタイル尺度として飽戸(1987)のライフスタイル調査項目[5]

から、新しいものを進んで取り入れる方か否かをみるためイノベータースケール (６項目から 4 項目)



と、欲求を即時的に充足する方か否かをみるための即時―遅延志向 (2項目)を 4段階で設問し、得点化

している。イノベータースケール(-6～+6点)の平均点は-2.5 点であり、-6～-4点[低]、-3～-1点[中]、

0～+6点[高]の３段階に分類し、即時―遅延志向(-3～+3点)の平均点は-0.9点であり、-3～-2点[遅延]、

-1～0 点[中間]、+1～+3 点[即時]の３段階に分類している。「人間関係への影響（拡大・深化）」は前回

報告した人間関係スケールの設問項目のうち、人間関係への影響（拡大・深化）に関わる 5 項目を用い

て-7.5～+7.5 点で得点化したものである。３割のシニアが最低得点の-7.5 点となっており、ICT ﾃﾞﾊﾞｲ

ｽ利用による人間関係の広がりや深まりに対して全く否定的であった。得点の分類は-7.5 点[否定的]、

-6.5～-0.5 点[中間]、+0.5～+7.5 点[肯定的]の３段階に分類した。「日々の活動クラスタ」は前回報告

した日々の活動スケール(6 項目)を用い、回答結果を因子分析（主因子法、バリマックス回転）して得

られたデータの因子得点より非階層クラスタ分析（K-means 法）を行い、5つのクラスタを抽出した。2015

年 10月～11月に行った調査では「地域で活躍」「仲間・家族中心」「消極派」「教室で生き生き」の４つ

のクラスタが抽出されたが、今回調査では前回と比較し、「仲間・家族中心」の比率が半減し、「積極派」

のクラスタが新たに抽出された。一方で「消極派」の比率は増加していた。 

表２：シニア全体の特徴（n=505※） 

性別

年代

経済的ゆとり

時間的ゆとり

スマホ／ケータイ所有

人間関係への影響

イノベーター得点

即時―遅延志向

日々の活動クラスタ

男 48.9%, 女 51.1%

60歳～64歳 24.8%,  65歳～69歳 30.3%,  70歳～74歳 24.4%,  75歳～79歳 20.6%

ゆとりがある5.0%, 多少ゆとりがある36.4%, あまりゆとりがない36.2%, ゆとりがない20.8%

ゆとりがある38.4%, 多少ゆとりがある35.6%, あまりゆとりがない16.0%, ゆとりがない9.1%

ケータイ 53.3%, スマホ 33.3%, 未保有 13.9%

平均 -3.6 (範囲: -7.5～+7.5),    肯定的 28.9%,  中間 33.7%,   否定的 30.3%

平均 -2.5 (範囲: -6～+6), 高16.5 %,      中 52.8%,    低 30.6% 

平均 -0.9 (範囲: -3～+3), 即時志向 18.2%, 中間 50.3%,  遅延志向 31.5%

積極派11.5%, 仲間家族中心22.7%, 教室でいきいき13.8%, 消極派35.9%, 地域で活躍16.1%

（※ 生活実態の設問において矛盾する回答5サンプルを除外）
 

 

４ シニアのスマホ所有／非所有に影響する要因の分析 

 前回報告において、シニアのスマホ利用率が 3 割を超えている一方で、ケータイや PC 等の ICT ﾃﾞﾊﾞｲ

ｽを所有していない、またはケータイを所有していても通話機能しか利用していないといったスマホ利用

に程遠いシニアが３割弱存在することを明らかにした。今回はシニアのスマホ所有／非所有に影響する

要因について考察するため、スマホの所有／非所有を外的基準とし、シニアの基本属性およびライフス

タイル・意識を説明変数にして数量化理論第Ⅱ類を用いた分析を行った。説明変数は、表１に示した項

目の他、職業(現在の職業、退職・引退している場合は退職・引退前の職業)と現在の就労状況（有職／

無職）を加えた。なお、性別と年代は別々に加えるのではなく性年代グループとした。 

分析結果を表２と図１に示す。表３は説明変数の偏相関係数とそれぞれの変数のカテゴリースコアウェ

イトを示したものであり、図１は判別グラフである。判別的中率は69.8％であり、相関比は 0.198 とな

った。判別グラフ（図１）が示すように、検討に用いた説明変数によって得られるモデル式では２つの

群の重なり部分が大きく明確な判別には至らなかったが、スマホの所有／非所有に影響する要因につい

ての幾つかの知見を得ることができた。説明変数のなかでスマホの所有に最も大きく影響する項目(アイ



テム)は「性年代グループ」であるが以降は「イノベータ得点」、「日々の活動クラスタ」、「人間関係への

影響」、「即時―遅延志向」、「経済的ゆとり」、「職業」と続き影響の大きな説明変数として上位にライフ

スタイル調査項目が多く占める結果となった。「性年代グループ」では 60代はスマホ所有、70代はスマ

ホ非所有に傾いている。また 60代後半においては男女で値(カテゴリーウェイト)に大きな差が認められ

た。イノベータースケールでは、「イノベータ得点」が高いシニアはスマホ所有、得点が低いシニアはス

マホ非所有の傾向があることが明確に表れている。「即時―遅延志向」では、"遅延志向"よりも"即時志

向"の方がスマホ所有に傾くことが確認できる。「日々の活動クラスタ」は、日々積極的に活動するシニ

アと、主に仲間家族と活動するシニアがスマホを所有する傾向があり、日々の活動に消極的なシニアや

自治会・町内会やボランティア活動を主に行っているシニアはスマホを所有していない傾向があること

が確認できた。また、スマホ・ケータイ等の ICT ﾃﾞﾊﾞｲｽ利用による「人間関係への影響（拡大・深化）」

においても"否定的"なシニアはスマホを所有しない傾向がある。「済的ゆとり」に関しては、ゆとりがあ

ると感じているほどスマホを所有しており、「時間的ゆとり」関しては、総じて影響は小さいものの、"

ゆとりがない"と感じているシニアはスマホを所有していない傾向があった。「職業」に関しては"専業主

婦・主夫"はスマホを所有していない傾向が認められる一方で、"パート・アルバイト"と"会社員"につい

てスマホ所有に傾くことが認められた。 

表３ 数量化理論第Ⅱ類の計算結果（判別的中率：69.8％、相関比：0.198） 

アイテム名

男（60～64歳）
男（65～69歳）
男（70～74歳）
男（75～79歳）
女（60～64歳）
女（65～69歳）
女（70～74歳）
女（75～79歳）

高
中
低

教室でいきいき
仲間家族中心
地域で活躍

積極派
消極派

肯定的
中間

否定的
即時志向

中間
遅延志向

ある
多少ある

あまりない
ない

会社員
自営業

パート・アルバイト
専業主婦・主婦

ある
多少ある

あまりない
ない

性年代グループ

イニベータ得点

日々の活動クラスタ

人間関係への影響
（拡大・深化）

即時―遅延志向

経済的ゆとり

職業
（退職前含む）

時間的ゆとり

就労状況
有職
無職

偏相関
係数

0.23

0.21

0.15

0.13

0.10

0.092

0.083

0.053

0.009

1

2

4

3

5

6

7

8

9

カテゴリーウェイト スマホ所有スマホ非所有カテゴリー名

0.65
0.37-0.63

-0.64 0.67
-0.006

-0.41
-0.54

0.840.022
-0.52

0.016
0.35

-0.33
0.48

-0.26

0.30
0.18

-0.32

0.35
0.032

-0.27

0.39
0.18

-0.070
-0.32

0.11
-0.003

0.20
-0.32

-0.079
-0.022

0.033
0.35

-0.026
0.020

-0.8 -0.4 0 0.4 0.8

 




